
検診施設 検診施設 検診施設
初回検診 検診CT 検診CT
月数
0 精密医療機関 1 3 4 6 12 18 24

1回目 TS-CT 喫煙者 2回目 TS-CT 3回目TS-CT 4回目TS-CT 5回目TS-CT  6回目TS-CT
非喫煙者 2回目TS-CT 3回目TS-CT 4回目TS-CT

消失 消失 消失 消失 消失
精密医療機関で2年間不変で

 < 10 mm 不変 不変 不変 不変 不変 あれば観察を終了してもよい

増大 増大 増大 増大 増大

Solid

初回検診 肺結節 5 mm§ 残存  !10 mm 確定診断
経年検診で新結節出現

 !15 mm

Part-solid
あるいは
Pure GGN Solid成分 >5 mm

2回目TS-CT 3回目TS-CT 4回目TS-CT
<15 mm 増大¶ 増大¶ 増大¶

 精密医療機関で
Solid成分 5 mm＊ 不変 不変 不変 経過観察を継続

消失 消失 消失 消失

増大¶ : GGO成分 >15 mm、あるいは、solid成分 >5 mm 検診施設
GGN: ground-glass nodule 検診CT
GGO: ground-glass opacity
§ 大きさの基準は、検診CT上での測定の際は最大径と短径の平均値を使う。医療機関における精密検査の際の大きさは最大径を使用する。
＊Solid成分 "5 mmの場合、原則として経過観察とする。ただし、施設の方針により確定診断も選択肢の一つである。
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